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第７通信大隊１係

令和７年５月 ほ く と し ち せ い 第１１５号（１）

大
隊
は
、
令
和
七
年
二
月
八
日(

土)

、
東
千
歳
駐
屯
地
西
体

育
館
に
お
い
て
、
創
隊
六
十
四
周
年
記
念
式
典
を
実
施
し
た
。

式
典
に
は
、
第
十
四
代
大
隊
長
菊
池
様
、
稲
妻
会
会
長
の
飯

田
様
、
稲
妻
会
副
会
長
の
増
田
様
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
て
い

た
だ
き
、
大
隊
長
式
辞
、
稲
妻
会
会
長
祝
辞
、
だ
る
ま
の
目
入

れ
等
が
行
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
式
典
は
終
了
し
た
。

祝 大隊創隊６４周年記念

大隊長のだるまの目入れ稲妻会会長祝辞

大隊HPはこちらから

一
面

祝

大
隊
創
隊
六
十
四
周
年
記
念
式
典
、
大
隊
創
隊
六
十
四
周
年
記
念
祝
賀
会

二
面

第
三
十
三
代
本
部
管
理
中
隊
長
着
任
、
転
入
者
紹
介

三
面

大
隊
ス
キ
ー
記
録
会
、
ら
っ
ぱ
コ
ン
ク
ー
ル
、
第
四
次
大
隊
訓
練
、
三
曹
任
官
行
事
、
稲
妻
会

四
面

令
和
七
年
度
射
撃
検
定
、
師
団
集
中
訓
練
、
第
一
次
大
隊
訓
練
、
隊
員
自
主
募
集
、
栄
典
業
務

五
面

昇
任
、
指
定
、
人
事
往
来
、
賞
詞
、
任
期
満
了
退
職
者
、
依
願
退
職
者
、
七
年
度
定
年
予
定
者

第
三
十
二
代
本
部
管
理
中
隊
長
離
任
、
結
婚
し
ま
し
た
、
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

大
隊
創
隊
六
十
四
周
年
記
念
祝
賀
会

大
隊
は
、
令
和
七
年
二
月
八
日(

土)

、
大
隊
創
隊
六
十
四
周
年
記
念
祝
賀
会
を
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

千
歳
で
行
い
、
千
歳
市
副
市
長
品
田
様
、
千
歳
地
方
防
衛
協
力
会
顧
問
梅
尾
様
、
第
十
四
代
大
隊
長
菊
池
様
、
稲
妻
会

会
長
飯
田
様
他
稲
妻
会
会
員
及
び
現
役
隊
員
含
め
約
一
二
〇
名
が
参
加
し
た
。
本
祝
賀
会
は
大
隊
長
の
挨
拶
、
副
市
長

品
田
様
の
祝
辞
、
稲
妻
会
会
長
飯
田
様
の
乾
杯
で
祝
賀
会
が
始
ま
っ
た
。
来
賓
、
稲
妻
会
会
員
と
の
歓
談
の
中
、
「
大

隊
の
令
和
六
年
度
の
各
種
訓
練
、
支
援
・
行
事
」
を
ス
ラ
イ
ド
で
上
映
し
、
会
を
盛
り
上
げ
た
。
そ
の
後
、
第
七
音
楽

隊
の
協
力
を
得
て
編
曲
し
た
「
新

大
隊
歌
」
を
最
先
任
上
級
曹
長
の
音
頭
に
よ
り
、
参
加
者
全
員
で
熱
唱
し
、
今
後

益
々
の
大
隊
の
精
強
化
と
稲
妻
会
と
の
連
携
強
化
を
祈
念
し
、
第
二
・
三
係
主
任
の
万
歳
三
唱
で
締
め
、
祝
賀
会
は
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。稲妻会会長飯田様の乾杯

楽しそうな３人

万歳三唱

大隊長の挨拶

第１４第大隊長菊池様と
前稲妻会会長横田様

参加者全員で大隊歌熱唱

令和６年度の振返り映像

若年隊員
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転

入

者

紹

介

着
任
の
辞

本
部
管
理
中
隊

一
等
陸
曹

鈴
木

貴
之

第
一
係
主
任

二
等
陸
尉

前
田

敦

情
報
保
全
幹
部

二
等
陸
尉

荒
尾

光
千

こ
の
度
の
定
期
異
動
で
北
部
方
面
シ

ス
テ
ム
通
信
群
か
ら
、
第
一
係
主
任
に

上
番
し
た
前
田
二
尉
で
す
。

第
七
通
信
大
隊
勤
務
は
六
年
半
ぶ
り

で
す
が
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
第
七
通
信

大
隊
で
ま
た
勤
務
で
き
る
事
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。

大
隊
隊
員
の
た
め
早
期
に
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
度
、
東
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信

群
よ
り
第
七
通
信
大
隊
第
二
係
情
報
保

全
幹
部
に
上
番
致
し
ま
し
た
荒
尾
二
尉

と
申
し
ま
す
。

前
職
は
、
板
妻
駐
屯
地
で
基
地
シ
ス

テ
ム
通
信
隊
派
遣
隊
長
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
、
野
外
通

信
部
隊
で
の
勤
務
は
二
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
北

方
勤
務
も
初
と
な
り
ま
す
。

至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
一
日
で

も
早
く
部
隊
の
力
と
な
れ
る
よ
う
精
進
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

三
月
の
定
期
異
動
で
静
内
駐
屯
地
業

務
隊
か
ら
四
年
ぶ
り
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
本
部
管
理
中
隊
の
鈴
木
一
曹
で
す
。

業
務
隊
で
は
、
車
両
、
燃
料
の
管
理

官
、
取
扱
主
任
業
務
を
三
年
、
対
空
射

場
管
理
班
に
一
年
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
中
隊
の
各
係
陸
曹
の
支
援
と
し
て
勤
務
し
て

ま
す
が
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

私
も
自
衛
隊
生
活
わ
ず
か
で
す
が
、
最
後
ま
で
気
を
抜

く
こ
と
な
く
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
一
通
信
中
隊

二
等
陸
曹

吉
竹

功

第
二
通
信
中
隊

三
等
陸
曹

中
村

成
実

第
二
通
信
中
隊

三
等
陸
曹

佐
山

舞
華

こ
の
度
、
東
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群

群
第
三
〇
四
中
枢
交
換
通
信
中
隊
か
ら
二

中
隊
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
中
村
三
曹
で
す
。

私
自
身
が
初
め
て
の
異
動
、
単
身
赴
任

で
緊
張
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
野
通
か
ら
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
な
っ
て
わ
か
ら
な
い
事
も

多
い
で
す
が
、
早
く
環
境
や
人
に
慣
れ
て
部
隊
の
戦
力
と
な

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 今

回
の
異
動
で
、
宇
都
宮
駐
屯
地
に
あ

る
中
央
即
応
連
隊
か
ら
第
七
通
大
隊
第
一

通
信
中
隊
へ
配
属
し
ま
し
た
吉
竹
二
曹
で

す
。
今
回
の
部
隊
異
動
は
色
々
な
方
々
の

サ
ポ
ー
ト
や
二
回
目
の
異
動
と
い
う
事
も

あ
り
、
前
回
の
異
動
よ
り
緊
張
や
不
安
は
少
な
く
異
動
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
中
央
即
応
連
隊
で
培
っ
た
事
を
第
七
通
信
大
隊
で

も
生
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

原
隊
で
あ
る
第
七
通
信
大
隊
で
一
日
で
も
早
く
部
隊
に
慣

れ
、
戦
力
と
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
異
動
で
、
北
部
方
面
シ
ス
テ
ム

群
か
ら
参
り
ま
し
た
、
佐
山
三
曹
で
す
。

初
め
て
の
異
動
で
、
基
地
か
ら
野
外
と

仕
事
内
容
、
環
境
も
大
幅
に
変
わ
り
と
て

も
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
こ
の
一
年

仕
事
を
覚
え
る
事
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
異
動
し

て
か
ら
毎
日
が
初
め
て
や
る
事
ば
か
り
で
ド
キ
ド
キ
し
て
い

ま
す
が
、
や
る
気
、
元
気
だ
け
は
あ
り
ま
す
の
で
、
一
日
で

も
早
く
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
迷
惑
し
か
お
か
け
し
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ご
指
導
の

程
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

着
任
の
辞

田
中
前
中
隊
長
の
後
任
と
し
て
、
指
揮
官
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
大
変

光
栄
な
こ
と
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。

本
部
管
理
中
隊
は
、
中
隊
本
部
、
大
隊
本
部
班
、
シ
ス
テ
ム
管
理
班
、
写
真
班
、

司
令
部
通
信
課
、
教
育
隊
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
的
業
務
を
実
施
し
て
お
り
、
大

隊
を
動
か
す
原
動
力
で
あ
る
と
と
も
に
、
部
内
外
に
対
す
る
広
報
活
動
、
貴
重
な

人
材
を
担
う
中
隊
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
次
の
二
点
を
要
望
す
る
。

一
点
目
は
「
変
化
へ
の
対
応
」
で
あ
る
。

自
衛
隊
に
対
す
る
国
民
か
ら
の
期
待
値
の
上
昇
、
物
事
に
対
す
る
価
値
観
の
変

化
、
通
信
技
術
の
進
化
が
目
ま
ぐ
る
し
く
、
こ
の
流
れ
に
逆
ら
う
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
我
々
本
部
管
理
中
隊
は
、
経
験
豊
富
な
隊
員
が
主
体
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
人
一
人
が
「
時
代
の
流
れ
」
を
捉
え
、
従
来
通
り
の
や
り
方
、

す
な
わ
ち
「
い
つ
も
通
り
」
、
「
例
年
べ
ー
ス
」
の
や
り
方
に
固
執
す
る
こ
と
な

く
、
時
代
特
性
に
合
わ
せ
た
「
変
化
」
に
対
し
て
柔
軟
に
対
応
し
、
各
種
業
務
・

隊
員
指
導
に
邁
進
し
て
も
ら
い
た
い
。

二
点
目
は
「
ふ
ん
ば
り
」
で
あ
る
。

厳
し
い
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
身
体
・
特
技
の
修
練
は
元
よ
り
、
精
神

要
素
も
重
要
な
要
素
だ
と
考
え
る
。
精
神
要
素
は
、
各
人
の
心
の
持
ち
様
で
大
き

く
変
化
す
る
。
役
職
に
応
じ
て
与
え
ら
れ
た
仕
事
、
個
人
の
秀
で
た
能
力
か
ら
任

さ
れ
る
仕
事
、
戦
技
に
関
す
る
数
値
目
標
等
に
対
し
、
時
に
は
歯
を
食
い
し
ば
り
、

時
に
は
仲
間
か
ら
の
協
力
に
よ
り
、
部
隊
の
任
務
遂
行
の
た
め
、
各
隊
員
が
「
ふ

ん
ば
り
」
を
利
か
せ
て
業
務
を
遂
行
せ
よ
。

以
上
、
着
任
に
あ
た
り
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
た
が
、
「
国
を
守
る
」
と
い

う
他
業
種
で
は
替
え
の
利
か
な
い
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

中
隊
五
十
五
名
が
一
丸
と
な
っ
て
職
務
に
邁
進
し
よ
う
。

そ
し
て
、
本
部
管
理
中
隊
の
た
め
、
第
七
通
信
大
隊
の
た
め
に
精
進
す
る
事
を

誓
い
着
任
の
辞
と
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
七
日

本
部
管
理
中
隊
長

一
等
陸
尉

武
田

良
太

初度巡視の様子

第
三
十
三
代
本
部
管
理
中
隊
長

着
任

着任式
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令
和
七
年
二
月
一
日(

土)

、
市
内
フ
ジ
ボ
ウ
ル
に
お
い
て

稲
妻
会
主
催
に
よ
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
実
施
し
た
。

現
役
隊
員
も
参
加
し
、
稲
妻
会
会
員
の
皆
様
と
親
睦
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

大
隊
は
、
令
和
七
年
一
月
十
四
日(

火)

、
「
三
曹
任
官
行

事
」
を
行
っ
た
。
非
常
呼
集
か
ら
始
り
、
約
五
十
キ
ロ
の
背

の
う
を
背
負
い
行
軍
し
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
克
服
し
、
任
務

完
遂
し
て
帰
還
し
た
。

そ
の
後
、
大
隊
長
か
ら
階
級
章
の
授
与
を
受
け
陸
曹
の
仲

間
入
り
を
果
た
し
た
。

大
隊
は
、
令
和
七
年
一
月
二
十
三
日(

木)

、
北
海
道
大
演
習
場
東
千
歳

地
区
に
お
い
て
、
大
隊
ス
キ
ー
記
録
会
を
実
施
し
た
。
例
年
よ
り
雪
が
少

な
く
悪
条
件
の
中
、
各
中
隊
は
、
訓
練
・
支
援
等
多
忙
な
が
ら
も
訓
練
を

積
み
重
ね
、
本
記
録
会
に
臨
ん
だ
。

大
隊
は
、
令
和
六
年
二
月
四
日
（
火
）
か
ら
六

日(

木)

ま
で
の
間
、
東
千
歳
演
習
場
及
び
柏
台
演

習
場
に
お
い
て
、
第
四
次
大
隊
訓
練
を
実
施
し
、

そ
の
中
で
、
二
中
隊
の
第
四
共
用
通
信
小
隊
は
小

隊
検
閲
を
受
閲
し
た
。
冬
季
と
あ
っ
て
過
酷
な
環

境
の
中
で
日
頃
の
訓
練
成
果
を
発
揮
し
、
任
務
を

完
遂
し
た
。

第４共用通信小隊 隊容検査

稲妻会ボウリング大会

三
曹
任
官
行
事

統裁部の点検を受ける隊員

女性自衛官スタート

残り２００ｍ地点

大
隊
は
、
令
和
七
年
三
月
十
一
日(

火)

、
令
和
六
年

度
ら
っ
ぱ
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
た
。

今
年
度
は
、
第
七
音
楽
隊
か
ら
二
名
を
審
査
員
と
し

て
招
き
、
各
中
隊
か
ら
六
名
の
隊
員
が
選
ば
れ
た
。
一

生
懸
命
練
成
し
て
き
た
成
果
を
、
緊
張
感
あ
る
中
で

堂
々
た
る
態
度
で
大
隊
隊
員
の
前
で
吹
奏
し
た
。

受賞者の隊員

数少ない女性らっぱ手

搬送班のアンテナ建柱

結
果
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り

第
一
位

一
中

鈴
木

三
曹

第
二
位

一
中

松
浦

士
長

第
三
位

二
中

林
崎

三
曹

冬季における車両偽装

敵航空機発見！！

炊事班

黄警報！

第
四
次
大
隊
訓
練

ら
っ
ぱ
コ
ン
ク
ー
ル

大
隊
ス
キ
ー
記
録
会

陸教区隊長に報告！

隊員の出迎えを受ける

大隊長から階級章授与

お
疲
れ
様

で
し
た

音楽隊の審査員
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大
隊
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日(

火)

、
二
日(

水)

、
北
海
道
大
演
習
場
東
千

歳
地
区
に
お
い
て
、
第
一
回
射
撃
検
定
を
実
施
し
た
。
一
日
は
、
至
近
距
離
射

撃
、
二
日
は
基
本
射
撃
を
実
施
し
た
。

大
隊
は
、
こ
の
射
撃
を
含
め
年
間
を
通
じ
射
撃
検
定
結
果
を
踏
ま
え
、
大
隊

射
撃
競
技
会
を
実
施
す
る
。

大
隊
は
、
令
和
七
年
四
月
七
日
（
月
）
か
ら
二
十
二
日(

火)

ま
で

の
間
、
第
一
次
大
隊
訓
練
を
実
施
し
、
そ
の
中
で
、
本
管
中
隊
、
一

中
隊
は
、
北
海
道
大
演
習
場
東
千
歳
地
区
お
よ
び
駐
屯
地
、
二
中
隊

は
、
約
三
百
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
長
距
離
機
動
し
、
駒
ヶ
岳
演
習
場
で
実

施
し
た
。

ま
た
、
二
十
一
日
（
月
）
か
ら
二
十
二
日
（
火
）
は
、
一
夜
二
日

の
訓
練
を
島
松
地
区
、
東
千
歳
地
区
で
実
施
し
任
務
を
完
遂
し
た
。

器材操作をする若年隊員

膝撃ち射撃

伏せ撃ち射撃

写真撮影中最良調整中

第
一
次
大
隊
訓
練

令
和
七
年
度
射
撃
検
定

至近距離射撃

栄

典

業

務

死
亡
叙
勲
に
関
す
る
手
続
き
及
び
お
願
い

自
衛
隊
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
現
職
中
の
功
績
と
一

定
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
方
は
叙
勲
の
対
象
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

特
に
死
亡
叙
勲
に
付
き
ま
し
て
は
、
御
遺
族
か
ら
の

申
し
出
に
よ
っ
て
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
期
間
が
限
ら
れ
て
お
り
こ
の
期
間
を
過
ぎ
ま
す

と
叙
勲
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
万
が
一
、
御

本
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
死
亡
日
を
含
め
五

日
以
内
に
最
寄
り
の
防
衛
省
各
機
関
、
部
隊
等
へ
連
絡

す
る
こ
と
を
家
族
共
々
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
忘
れ
の
な
い

よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
元
隊
員
の
死
亡
情
報
を
知
り
得
た
場
合
も
、

連
絡
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
併
せ
て
お
願
い
致
し
ま

す
。

師
団
集
中
訓
練

練成射撃

全弾命中

車両構成 道路横断埋設！

・採用条件 １５歳以上３３歳未満
・入隊を希望する人
・自衛隊に関心のある人
・災害派遣、国際貢献に興味のある人
・詳しい説明を受けたい人
第１係 援護広報まで連絡下さい。
(情報は中学校１年生からでも結構です)

衛星通信開設

写真処理中アンテナ建柱大隊長、最先任現場指導

令
和
七
年
三
月
十
四
日
（
金
）
、
北
海
道
大
演
習
場
島
松
地
区
に
お
い
て
、

重
機
関
銃
射
撃
を
実
施
し
て
、
基
本
的
な
射
撃
要
領
の
修
得
及
び
射
撃
練
度

の
向
上
を
図
っ
た
。
更
に
、
四
月
十
五
日(

火)

、
師
団
統
制
の
集
中
訓
練
に
参

加
し
雨
が
降
り
し
き
る
中
、
射
手
は
困
難
な
状
況
を
乗
り
越
え
『
全
弾
命
中
』
の

精
神
で
引
き
金
を
引
い
た
。

連射射撃



令和７年５月 ほ く と し ち せ い 第１１５号（５）

指

定

賞

詞

翔（かける）くん
６年８月２４日生

（２中 齋藤３曹 長男）

昇

任

人

事

往

来

一
中

一
曹

橋

本

修

令
和
七
年

八
月

六
日
付

第
七
師
団
長
表
彰

第
三
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

本
中

一
尉

田

中

美
智
子

通
信
課

二
尉

大

北

丈

暁

第
四
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

通
信
課

一
尉

櫻

井

勇

佑

曹
長

同

（
三
等
陸
尉
へ
）

樋

田

五

気

福

冨

大

夢

莉瑚（りこ）ちゃん
７年２月４日生

（１中 黒川３曹 ３女）

七
年
度
定
年
予
定
者

７年１月５日入籍
２中 ３曹 加藤 拓麻

菜愛さん

令
和
七
年
二
月
一
日
付

指
定
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
中

同同二
中

同

士
長

同同同同

福

田

侑
紀
登

早

川

夢

愛

小

杉

大

輝

井

手

功

幸

福

島

翔

太

令
和
七
年
四
月
一
日
付

昇
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
一
四
七
期
陸
曹
候
補
生

（
転
出
）

訓
練
評
価
支
援
隊(

北
千
歳)

へ

大
本

一
尉

笹

川

明

北
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群(

札
幌)

へ

本
中

同

佐
々
木
美
智
子

教
育
訓
練
研
究
本
部
付(

目
黒)

へ

通
信
課
同

櫻

井

勇

佑

静
内
駐
屯
地
業
務
隊(

静
内)

へ

大
本

同

松

尾

大

輔

第
七
師
団
司
令
部(

東
千
歳)

へ

通
信
課
二
尉

大

北

丈

暁

第
二
後
方
支
援
連
隊(

旭
川)

へ

一
中

三
尉

鈴

木

雄

希

北
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群(

札
幌)

へ

本
中

一
曹

畑

中

大

樹

中
央
野
外
通
信
群(

久
里
浜)

へ

一
中

二
曹

米

山

亮

二

第
五
通
信
隊(

帯
広)

へ

本
中

同

豊

岡

一

臣

北
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群(

東
千
歳)

へ

二
中

三
曹

八
重
樫

葵

令
和
七
年
三
月
十
七
日
付

防
衛
大
学
付(

横
須
賀)

へ

二
中

三
尉

白

岩

昴

令
和
七
年
三
月
二
十
四
日
付

第
七
通
信
大
隊
長
表
彰

第
四
級
賞
詞
（
業
務
改
善
）

大
本

一
尉

武

田

良

太

同

同

稲

垣

拓

実

同

同

松

尾

大

輔

本
中

二
曹

渡

部

二

朗

同

同

長
谷
川

剛

一
中

三
曹

井

上

祐

太

第
四
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

二
中

一
曹

榮

昌

子

（
転
入
）

北
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群(

東
千
歳)

か
ら

大
本

二
尉

前

田

敦

東
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群(

板
妻)

か
ら

大
本

同

荒

尾

光

千

静
内
駐
屯
地
業
務
隊(

静
内)

か
ら

本
中

一
曹

鈴

木

貴

之

中
央
即
応
連
隊(

宇
都
宮)

か
ら

一
中

二
曹

吉

竹

功

東
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群(

朝
霞)

か
ら

二
中

三
曹

中

村

成

実

北
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群(

東
千
歳)

か
ら

二
中

同

佐

山

舞

華

令
和
七
年
三
月
十
七
日
付

第
七
通
信
大
隊
長
表
彰

第
五
級
賞
詞
（
業
務
改
善
）

二
中

二
尉

室

本

将

宏

本
中

一
曹

清

藤

翼

♡
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
♡

７年３月１５日入籍
本中 ２曹 佐々木 文人

美智子さん

（旧姓 田中）

♡
結
婚
し
ま
し
た
♡

本
中

一
曹

鈴

木

貴

之

令
和
七
年

九
月

二
日
付

二
中

曹
長

中

澤

栄

次

本
中

一
曹

菊

地

謙

司

令
和
八
年
一
月
三
十
一
日
付

第
七
飛
行
隊(

丘
珠)

へ

二
中

二
曹

大

西

衣

未

第
七
師
団
司
令
部
付
隊(

東
千
歳)

へ

本
中

同

長
谷
川

剛

東
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群(

朝
霞)

へ

本
中

三
曹

藤

本

雅

人

本
中

二
曹

豊

岡

一

臣

二
中

同

濱

野

友

介

同

同

武

田

一

臣

本
中

三
曹

藤

本

雅

人

一
中

同

鈴

木

颯

第
五
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

一
中

三
尉

鈴

木

雄

希

本
中

一
曹

畑

中

大

樹

二
中

三
曹

八
重
樫

葵

同

同

大

森

晃

依
願
退
職
者

任
期
満
了
退
職
者

本
中

士
長

櫛

引

木

香

一
中

同

角

野

友

香

同

同

斎

藤

澪

藍

令
和
七
年
三
月
二
十
七
日
付

一
中

士
長

野

村

琢

磨

二
中

士
長

志

村

啓

吾

同

同

工

藤

揺

介

二
中

同

間

下

元

樹

令
和
七
年
三
月
三
十
日
付

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
付

定
年
退
官
者

本部管理中隊
准尉 河 野 弘 美

令和７年２月２７日付

本部管理中隊
准尉 中 山 幸 弥

令和７年２月２８日付

令
和
七
年
三
月
十
二
日
付

一
中

二
中

二
中

（
陸
曹
長
へ
）

（
陸
士
長
へ
）

一
中

二
中

一
士

同 三
曹

大

森

昇

豊

井

竜

馬

山
之
内

康

喜

令
和
七
年
三
月
一
五
日
付

昇
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

前本部管理中隊長佐々木１尉は、
北部方面システム通信群（札幌）に
御栄転されました。

離
任
中
隊
長

お
疲
れ
様
で
し
た


